
２

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
使
用
は
不

審
者
に
狙
わ
れ
や
す
く
な
り
、

危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

・
玄
関
や
窓
は
、
防
犯
性
能
が

高
い
施
錠
器
具
に
取
り
替
え
た

り
、
補
助
錠
を
取
り
付
け
た
り

し
ま
し
ょ
う（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー

ロ
ッ
ク
）。

・
短
時
間
の
外
出
時
で
も
必
ず

戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
在
宅
中
で
も
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
は
夜
間
で
も
明
る

く
、
見
通
し
の
良
い
環
境
に

し
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報

装
置
な
ど
の
防
犯
器
具
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔
察
　
１
２
３
４
〕

（２５）

　
年
末
年
始
は
、
現
金
を
狙
っ

た
ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
な
ど

の
侵
入
犯
罪
、
特
殊
詐
欺
の
被

害
が
多
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
　
月
の
歳
末
特
別
警
戒
期
間

１２
中
に
は
、
警
察
や
防
犯
委
員
会
、

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
に
よ
る

街
頭
啓
発
活
動
や
夜
警
が
市
内

各
所
で
実
施
さ
れ
、
犯
罪
の
被

害
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
、
被
害
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
犯
人
は
、

子
や
孫
を
名
乗
り
「
風
邪
を
ひ

い
て
声
が
お
か
し
い
」「
携
帯
電

話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど

と
だ
ま
し
て
く
る
の
で
、
必
ず

元
の
登
録
し
て
い
る
子
や
孫
の

電
話
番
号
に
か
け
直
し
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
な

ど
に
な
り
す
ま
し
、
偽
の
カ
ー

ド
と
す
り
替
え
る
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
他
人
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
渡
さ
な

い
、
暗
証
番
号
は
絶
対
に
教
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
本
市
で
は
、
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
（
右
写

真
）
を
市
の
公
用
車
に
貼
り
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

・
手
荷
物
は
車
道
と
反
対
側
に

し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
転
車
の

カ
ゴ
に
は
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ

バ
ー
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
動
車
盗
、
車
上
狙
い
の
被

害
防
止

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き

は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
犯
装
置
を
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど

を
置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
や
女
性
に
対
す
る
犯

罪
の
被
害
防
止

・
一
人
で
遊
ん
だ
り
、
知
ら
な

い
人
に
つ
い
て
い
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気

を
付
け
、
明
る
く
人
通
り
の
多

い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
や
携
帯
電
話
、

み
ん
な
で
　
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

歳
末
特
別
警
戒
を
実

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施施

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががららららららららららららららららららららら運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転「ながら運転」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

ににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則に関する罰則がががががががががががががががががががががが

強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままま強化されますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

に
伴
い
、
運
転
中
に
こ
れ
ら
の

機
器
を
使
用
し
た
り
、
そ
の
画

面
を
注
視
し
た
り
す
る
行
為

（
な
が
ら
運
転
）
に
起
因
す
る

事
故
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
な
が
ら
運
転
に
関
す
る
罰

則
お
よ
び
反
則
金
な
ど
を
引
き

上
げ
る
こ
と
と
す
る
道
路
交
通

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

　
月
１
日
掌
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

１２　
こ
れ
に
よ
り
、
違
反
点
数
お

よ
び
反
則
金
の
金
額
が
約
３
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
特
に
、
な

が
ら
運
転
に
よ
り
交
通
の
危
険

を
生
じ
さ
せ
た
場
合
は
、
１
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
　
万
円
以

３０

下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
主
な
改
正
点
な
ど
詳
し
く
は
、

大
阪
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
府
警
察
本

部
〔
察
０
６
（
６
９
４
３
）
１

２
３
４
〕、
道
路
交
通
課
（
内
線

４
１
６
）

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け
る

高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
出
掛
け

る
時
は
、
明
る
い
色
の
服
を
着

用
し
、
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
、
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
感
覚
が
鈍
っ
た
り
、
運

転
動
作
が
緩
慢
に
な
っ
た
り

し
、
事
故
へ
つ
な

が
る
可
能
性
が
高

く
な
り
非
常
に
危

険
で
す
。
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔
察
　
１
２
３
４
〕、
道
路
交

（２５）

通
課
（
内
線
４
１
６
）

身
に
つ
け
る
　
夜
道
の
お
守
り
　
反
射
材

大
丈
夫
？
　
昨
日
の
お
酒
も
　
気
を
付
け
て

１２月１日
　～３１日

総合福祉会館をご利用の皆さんへ

　令和２年３月末まで総合福祉会館敷地内で、非常用発

電設備の改修工事をしています。

　工事期間中は、工事用車両などの通行や一般の駐車ス

ペースが一部使用できない場合がありますので、車での

来館をお控えいただきますよう、ご協力をお願いします。

　工事期間など詳しくは、お問合せください。　　

問い合わせ　総合福祉会館〔察(２５)８２６１〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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㈰
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　投票方法

投票期間　１２月６日(金) ～１２日(木) 

■ ＬＩＮＥ による電子投票
ラ イ ン

　市ＬＩＮＥ公式アカウント（表紙のＱＲ

コードから友達登録できます）のトーク画

面下部のメニューから「ロゴ一般投票」ボ

タンをタップし、投票フォームから投票し

てください。

■公共施設におけるシール投票

　作品一覧を掲載している投票用紙に、備

え付けのシールを貼ってください。

投票場所　市役所１階総合案内前、金剛連

絡所、中央図書館、金剛図書館、東公民館

※いずれも投票は一人一票でお願いしま

す。

　
令
和
２
年
の
市
制
施
行
　
周
７０

年
を
盛
り
上
げ
る
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
１
０
０
件
を
超
え

る
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

か
ら
１
次
審
査
を
通
過
し
た
作

品
に
つ
い
て
、
一
般
投
票
を
実

施
し
ま
す
。
投
票
方
法
は
左
記

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
一
般
投
票
の
結
果
を
踏
ま
え
、

２
次
審
査
で
最
優
秀
作
品
（
１

点
）
と
優
秀
作
品
（
最
大
２
点
）

を
決
定
し
ま
す
。　

周
年
記
念

７０

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
発
表
は
、
令
和

２
年
１
月
号
広
報
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
受
賞
者
に
副
賞
と
し
て
お
渡

し
す
る
記
念
品
を
提
供
い
た
だ

け
る
協
賛
事
業
者
も
、
引
き
続

き
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
市
制

施
行
　
周
年
記
念
特
設
ペ
ー

７０

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）
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年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
日

ご
み
ご
み
はは
　
月月
　
日日
　
ま
で
ま
で

1212

３１３１

(火(火))
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま

　
　
　
　
　
　
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
すす

問い合わせ　衛生課
（内線１４４～１４６）
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環
境
省
で
は
、
毎
年
　
月
を

１２

「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
と

定
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
国
民
運
動
の
発
展
を
図
っ

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、
私
た
ち
に
で
き

る
「
 Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
 　
 Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
 

ク

ー

ル

 

チ

ョ

イ

ス

（
賢
い
選
択
）」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
で
き
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

・
暖
房
の
温
度
を
１
℃
低
く
、

　
℃
を
目
安
に
設
定
し
ま
し
ょ

２０う
。

・
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
消

し
ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
の
際
は
、
買
い
物
袋

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
電
化
製
品
の
主
電
源
は
小
ま

め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
節
水

し
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

・
夜
中
は
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
保

温
機
能
の
使
用
を
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
使
用
を
控
え
、
電
車
、

バ
ス
、
自
転
車
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

・
家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
持
ち

ま
し
ょ
う
（
家
族
が
別
々
の
部
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　本市では、２０歳を迎えた新成人の皆さんの門出を

祝って、成人式を開催します。

とき　令和２年１月１３日(祝) 、午前１０時３０分～

ところ　すばるホール

対象者　平成１１年４月２日～１２年４月１日に生まれ

た人

※対象者には、案内状を郵送しています。

問い合わせ　生涯学習課〔察(２６)８０５６〕

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉
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意
意
意
意
意
意
意
意
意
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意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

成人式を開催しま成人式を開催しますす

受
け
付
け
期
間
　
令
和
２
年
２

月
　
日
晶
ま
で

２８
補
助
対
象
　
不
特
定
の
人
が
通

行
す
る
道
に
面
す
る
高
さ
　
㌢
６０

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、

令
和
２
年
３
月
　
日
昇
ま
で
に

３１

撤
去
工
事
が
完
了
す
る
も
の

補
助
額
　
次
の
①
と
②
を
比
較

し
て
、
い
ず
れ
か
低
い
額
に
３

分
の
２
（
指
定
通
学
路
沿
い
は

　
分
の
　
）
を
乗
じ
た
額
（
上

１０

１０

限
　
万
円
）

３０
①
撤
去
に
要
し
た
費
用

②
撤
去
面
積
１
平
方
㍍
当
た
り

１
万
円
を
乗
じ
た
額

※
今
年
度
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
工
事
の
補
助
制
度
は
終

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
工
事
の
着
手
前
に
補
助
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
4
3
8
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
制

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
制
度度

の
ご
利
用

の
ご
利
用
をを

今
年
度
で
終
了
し
ま
す

屋
で
過
ご
す
と
、
照
明
、
冷
暖

房
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

が
多
く
な
り
ま
す
）。

※
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
だ
け
で
は
な

く
、
節
電
対
策
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
本
市
の
取
り
組
み

　
本
市
で
は
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

の
推
奨
や
各
公
共
施
設
に
お
け

る
暖
房
温
度
の
適
正
管
理
、
不

要
な
照
明
の
削
減
・
消
灯
の
徹

底
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
制

限
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
市
施
設
を
ご
利
用
さ
れ

る
際
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

ご
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
無
理

の
な
い
範
囲
で
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
実
践
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

プラスチックのポイ捨ては    
やめましょう

　プラスチックは、その機能性や経済

性から、私たちの生活に身近なものと

なっています。その一方で、道路など

にポイ捨てされたプラスチックが河川

から海へ流れ込むことにより、海の環

境や生態系に悪影響を与えるなど海洋

汚染の原因の一つとなっています。

　 Ｓ 
エス

 Ｄ 
ディー

 Ｇ  ｓ （持続可能な開発目標）に
ジー ズ

掲げられる１７の国際目標の一つである

「目標１４：海の豊かさを守ろう」の実

現のため、皆さんもマイバックの持参

や、使い捨てプラスチック製品の利用

を控えるなど、身近なところからプラ

スチックごみの削減に取り組んでいた

だきますようご協力をお願いします。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）



６

　（
公
社
）大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
と
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

で
は
、
府
内
在
住
の
ろ
う
あ
者

を
対
象
に
、
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
令
和
２
年
１
月
　

日
１２

掌
、
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　

１１

３０

分と
こ
ろ
　
府
谷
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
五

丁
目
４
の
　
）
１３

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
２
日

１１

～
　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

１２
人
　

参
加
費
　
無
料
　

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
（
公
社
）

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局

〔
察
０
６
（
６
７
６
１
）
１
３

９
４
・
鯖
０
６
（
６
７
６
８
）

３
８
３
３
〕
へ
　

大阪ろうあ者

成人式にご参加を

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が

社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
対
し
て
、

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
　
月
３
日
～
９
日
は
「
障
が

１２
い
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
が
協
力
し
、
街
頭
啓
発
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
知
的
・
発
達
・
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
は
、
外
見
か
ら
は
分

か
り
に
く
く
、
人
と
の
関
わ
り

合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
と
い
う
人
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
応
対

は
、「
ゆ
っ
く
り
」「
て
い
ね
い
に
」

「
く
り
か
え
し
」を
基
本
と
し
、

み
ん
な
で
障
が
い
者
を
特
別
視

し
な
い
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社

会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

※
　
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
が
あ

１０
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
障
が
い
の
あ
る
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

こ
つ
》

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
を

つ
く
り
、
相
手
の
様
子
に
合
わ

せ
て
、
話
を
よ
く
聞
く
。

・
質
問
に
よ
り
、
相
手
の
気
持

ち
を
確
認
す
る
。「
は
い
」「
い
い

え
」
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
質

問
す
る
。

・
絵
記
号
な
ど
を
用
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な

ど
を
使
い
、
視
覚
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

障
が
い
者
相
談
員
制
度
の

ご
利
用
を

　
本
市
で
は
、
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
か
ら
福
祉
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
必
要
な
助
言

を
す
る
同
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
相
談
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

肢
体
障
が
い
関
係
　

○
田
中
　
洋
さ
ん
（
桜
井
町
）

〔
察
０
９
０
（
７
１
１
４
）
３

４
６
８
〕

○
岡
部
　
和
人
さ
ん（
梅
の
里
）

〔
察
　
０
１
６
７
〕

（２６）

○
西
田
　
卓
司
さ
ん（
清
水
町
）

〔
察
　
3
0
8
0
〕

（２６）

○
竹
野
　
惠
美
子
さ
ん（
楠
町
）

〔
察
　
2
7
1
4
〕

（２５）

聴
覚
障
が
い
関
係

○
栗
栖
　
美
鈴
さ
ん
（
桜
ケ
丘

町
）〔
察
・
鯖
　
１
５
８
７
〕

（２４）

○
北
野
　
隆
雄
さ
ん（
藤
沢
台
）

〔
察
・
鯖
　
2
4
4
8
〕

（２９）

視
覚
障
が
い
関
係

○
中
井
　
美
代
子
さ
ん
（
若
松

町
西
）〔
察
　
５
７
４
０
〕

（２３）

知
的
障
が
い
関
係

○
宮
﨑
　
幸
美
さ
ん
（
別
井
）

〔
察
　
2
4
6
1
〕

（２４）

○
井
上
　
節
子
さ
ん
（
須
賀
）

〔
察
　
5
6
3
0
〕

（５４）

精
神
障
が
い
関
係

○
山
本
　
順
子
さ
ん
（
N
P
O

法
人
草
志
庵
）〔
察
　
７
６
７
３
〕

（７０）

○
山
本
　
勝
子
さ
ん
（
寿
町
）

〔
察
０
９
０
（
９
６
２
０
）
７

４
１
９
〕

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

（
内
線
１
９
２
）

障がいを理由とする差別の解消に向けて

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律（障害者差別解消法）」が、平成２８年４月に施行さ

れました。

　この法律は、全ての国民が障がいの有無によって

分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重

し合いながら共生する社会を実現することを目的と

しています。 

■障がいを理由とする差別とは

　障がいを理由とする差別には、「不当な差別的取り

扱い」と「合理的配慮の不提供」があります。

・不当な差別的取り扱い

　障がいを理由として、正当な理由もなく、サービ

スの提供を拒否したり、制限したり、条件を付けた

りすることは「不当な差別的取り扱い」になります。

　国や地方公共団体などの行政機関、民間事業者と

もに「不当な差別的取り扱い」をすることは禁止さ

れています。  

・合理的配慮の不提供

　障がいのある人から何らかの配慮を求める意思表

明があったときに、その人の障がいに合った必要な

工夫をすることが「合理的配慮」です。

　重い負担がないのに合理的配慮をしないことは差

別になります。

　国や地方公共団体などの行政機関は「合理的配慮」

を必ずしなければなりません。民間事業者は「合理

的配慮」をするように努めなければなりません。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２）
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７

　
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り

水
路
や
下
水
道
で
排
水
し
き
れ

な
く
な
っ
た
雨
水
が
ま
ち
に
 溢
 

あ
ふ

れ
出
す
「
内
水
は
ん
濫
」
が
全

国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
に
近

２０

隣
の
堺
市
で
観
測
し
た
時
間
降

雨
量
の
近
似
値
　
・
０
㍉
㍑
が

９０

降
っ
た
と
仮
定
し
て
算
出
し
た

浸
水
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
区
域
や
避
難
場
所
を
示
し
た

「
富
田
林
市
内
水
は
ん
濫
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま

し
た
。 内

水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た　

こ
れ
は
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し

て
、
自
助
・
共
助
、
防
災
意
識

の
向
上
、
浸
水
に
対
す
る
備
え

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
　
内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下

水
道
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
災
害
に

備
え
、
浸
水
箇
所
や
浸
水
時
の

避
難
方
法
な
ど
の
確
認
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
１
）

防災情報音声案内サービスのご利用を

　同サービスは、防災無線から放送している防災情報の内

容を電話で確認できるものです。防災無線の放送が聞き取

りにくい場合などにご活用ください。

　なお、この電話はフリーダイヤルで通話料はかかりませ

ん。ただし緊急情報の放送では使用できません。

電話番号　〔察０８００(８０５)５６５３〕（固定電話・携帯電話共通）

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）で　　 　
自主防災組織が防災資機材を整備しました

　宝くじの社会貢献広報事業として、（一財）自治総合セン

ターが実施している、「コミュニティ助成事業」の助成を受

け、高辺台一丁目町会自主防災組織・北寿美ヶ丘自主防災

組織会・セントポリア金剛東自主防

災組織・山中田町会自主防災組織で

は防災資機材を整備しました。

　今後、これらの防災資機材は、地

域での防災活動や災害時などいざと

いうときの救助活動などへの活用が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔察(２３)１１２５〕

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）で　　 　
コミュニティ組織が備品を購入しました

　宝くじの社会貢献広報事業として、（一

財）自治総合センターが実施している、

「コミュニティ助成事業」の助成を受け、

中佐備町会が化粧幕を購入しました。

問い合わせ　市民協働課（内線４７３）

市営葬儀の説明会を開催します

　「市営葬儀ってどんな葬儀？」「どんな施設なの？」など市営葬儀全般につ

いての疑問にお答えします。

とき　１２月８日(日) 、午前１０時～正午、午後１時～３時（随時受け付け）

ところ　金剛連絡所２階ホール　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　衛生課（内線１４３、１４７）

都市計画についての公聴会を開催します

　府では、南部大阪都市計画区域の整備、開発および保全の方針の変更の

案を作成するにあたり公聴会を開催します（説明会ではありません）。

とき　令和２年１月２０日(月) 、午後２時～

ところ　府庁別館（大阪市中央区大手前三丁目２の１２）　

※計画案の概要は、１２月１１日(水) ～２５日(水) （土・日曜日は除く）に、府都市計画

室計画推進課および市まちづくり推進課（内線４５３）でご覧いただけます。

申し込み　公述の申し出を希望される人は、１２月１１日(水) ～２５日(水) （必着）

に、府都市計画室計画推進課および市まちづくり推進課に備え付けの公述

申出書に必要事項を記入し、府都市計画室計画推進課〔傘５４０-８５７０（住所

記載不要）・察０６(６９４４)６７７６〕へ郵送または持参　※公聴会の傍聴を希望さ

れる人は、府都市計画室計画推進課へお問い合わせください。

元
住
民
立
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会
い
の
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と
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し
ま
し
た
。

　
同
清
掃
工
場
の
排
出
ガ
ス
１
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方
㍍
中
の
ダ
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オ
キ
シ
ン
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濃
度
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測
定
結
果
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、
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　２６

ナ
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で
、
国
の
排
出
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て
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ま
す
。

　
次
に
、
周
辺
大
気
１
立
方
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中
の
ダ
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オ
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シ
ン
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濃
度
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測
定
結
果
は
、同
清
掃
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場
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り

東
方
向
２
５
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農
業
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フ
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・
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９
ピ
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１
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は
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兆

　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
ご
み
焼
却
場
）
か

ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
や
周
辺
地

域
の
大
気
、
土
壌
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
に
つ
い
て
、
８
月
８
日
に
地

分
の
１
㌘
）、同
じ
く
北
方
向
２

㌔
㍍
の
中
佐
備
老
人
い
こ
い
の

家
で
は
０
・
０
０
７
０
ピ
コ
㌘

で
、
大
気
環
境
基
準
値
の
０
・

６
ピ
コ
㌘
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
土
壌
１
㌘
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定

結
果
は
、
同
清
掃
工
場
よ
り
北

方
向
２
㌔
㍍
地
点
で
２
・
７
ピ

コ
㌘
と
な
っ
て
お
り
、
土
壌
環

境
基
準
値
の
１
０
０
０
ピ
コ
㌘

と
比
較
す
る
と
か
な
り
低
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
南
河
内
環
境
事

業
組
合
〔
察
　
６
５
８
４
〕

（３３）

南河内環境事業組合
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～全て基準値を

　　下回っています～
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生
垣
や
庭
木
の
適
切
な

管
理
を

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

垣
や
庭
木
の
緑
が
伸
び
す
ぎ
て

道
路
に
は
み
出
す
と
、
通
行
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交

差
点
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
た

り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
隠
し
て

し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
垣
や
庭
木
な
ど

は
、
早
め
に
 剪
  定
 す
る
な
ど
所

せ
ん
 て
い

有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人
に

や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
富
田

林
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
を

設
置
し
、
富
田
林
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
産
品
を
独
自
の
基
準

で
「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
第
　
回
同
認
定
委
員
会
を

１５

開
催
し
、
新
た
に
２
商
品
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た

商
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
山
洋
こ
だ
わ
り
綿
棒
シ

リ
ー
ズ
」（
株
式
会
社
山
洋
）

②
「
 海
  老
 パ
ン
」（
す
し
広
）

え
 

び

●
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品

を
集
め
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
き
ら
め
き
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
〔
察
　
５
５
０
０
〕

（２４）

こだわ
り

の逸品

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた新たにににににににににににににににににににににに
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建設工事、測量・建設コンサルタント等業務
委託の入札参加願いを追加受け付け

　本市では、令和２年度の建設工事、測量・建設コンサル

タント等業務委託の入札参加願いを追加受け付けします。

提出要領の配布　１２月２日(月) ～（土・日曜日、祝日、年末

年始を除く午前９時～午後５時３０分）、契約検査課で配布

※市ウェブサイト（契約検査課のページ）からダウンロー

ドもできます。

提出方法　事前に「富田林市業者登録受付システム」に必

要事項を入力し、令和２年１月１４日(火) ～１７日(金) （消印有効）

に、必要書類を郵送（一般・簡易書留）または宅配便で契

約検査課へ（持参不可）

※上下水道事業の入札参加を希望される場合も、契約検査

課で受け付けます。

資格有効期間　令和２年４月１日(水) ～３年３月３１日(水) の１

年間

問い合わせ　契約検査課（内線４７６、４７７）

上下水道部公用車に貼り付ける広告を募集し
ます

　上下水道部公用車に貼り付ける広告（マグネットシート）

を募集します。応募いただいた広告については、審査をし

た上で、申し込み順に広告主を決定します。

広告料（月額）　後席ドア（両側）２枚（５０㌢×５０㌢）＝３３００

円、荷室ドア１枚（３０㌢×３０㌢）＝１１００円

申し込み　令和２年１月１４日(火) ～３１日(金) に申込書に必要事

項を記入し、必要書類を添えて上下水道総務課（内線２５４）へ

※必要書類など詳しくは、市ウェブサイト（水道事業の

ページ）をご覧ください。

ストーブの取り扱いに注意！

　本格的な冬の到来に備え、石油ストーブなどの暖房器具を

使用する機会が多くなります。

　火災にならないよう、次の点に注意しましょう。

◆取扱説明書をよく読んで、正しい使用方法で使用する

◆布団、ふすま、カーテンの近くでは使用しない

◆新聞、雑誌などの可燃物を近くに置かない

◆洗濯物を乾かすなど、乾燥機代わりに使用しない

◆外出するときやそばを離れるとき、寝るときには、必ず消

火または電源を切る

◆必ず消火してから給油する

◆給油中に灯油がこぼれたり、あふれたりしたときは、油を

よく拭き取り、しばらくしてから点火する

◆カートリッジタンクのキャップは確実に閉めたことを確認

してから持ち運ぶ

◆ストーブの近くで、スプレー、シンナー、ガソリンなど引

火性のものを使用したり、置いたりしない

◆収納するときは、灯油を抜き、電池、電源は外す

問い合わせ　市消防本部予防課〔察(２３)１１２４〕

　
冬
を
迎
え
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
に
つ
れ
て
火
気
を
取
り
扱

う
こ
と
が
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ま
し
た
。

　
火
災
の
未
然
防
止
と
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
市
消

防
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部
と
市
消
防
団
で
は
　
月
１２

下
旬
、
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

し
ま
す
。

　
期
間
中
、
防
火
広
報
に
よ
る

呼
び
掛
け
の
ほ
か
、
火
災
が
発

生
し
た
際
に
は
迅
速
に
対
応
が

で
き
る
よ
う
警
戒
警
備
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
日
々
の
暮
ら
し
が

安
全
で
安
心
し

た
も
の
に
な
る

よ
う
、
い
ま
一

度
、
防
火
に
つ

い
て
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
署
〔
察

　
０
１
１
９
〕

(２３)

歳末特別警戒を

実施します

消防



９

第48回ＴＢＳＣＡ英語弁論
大会結果

　１０月２７日開催の同大会に、５７人の小・

中学生が出場し、日頃の英語学習の成

果を披露しました。中学生の部の入賞

者は、次の皆さんです（敬称略、順不同）。

最優秀賞　

栗田　夢子（清風南海中学校３年生）

富田林ライオンズクラブ賞　

尾﨑　梨乃（富田林中学校１年生）

富田林ロータリークラブ賞　

室川　栞凜（藤陽中学校１年生）

優秀賞　

木村　知揮（明治池中学校１年生）

山本　明璃（第二中学校１年生）

川人　涼香（藤陽中学校２年生）

森　優月（藤陽中学校２年生）

問い合わせ　市民協働課内富田林・ベス

レヘム姉妹都市協会事務局（内線４７３）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回
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マイナンバーカードの申請はお済みですか？

◆「ぴったりサービス」ではマイナンバーカードを使用し

て児童手当などのオンライン申請ができます

　マイナンバーカードを使用して、児童手当の一部手続きや

妊娠の届け出がオンライン申請でできるようになりました。

　オンライン申請をする場合は、ぴったりサービス〔https:

//app.oss.myna.go.jp/Application/search?orgCode=

２７２１４〕をご覧ください（右図ＱＲコードからもア

クセスできます）。　

※妊娠の届け出については、申請後に保健センターまたは

こども未来室への来所面談が必要です。

問い合わせ　マイナンバー総合フリーダイヤル〔察０１２０(９５)

０１７８〕

◆マイキーＩＤの設定をお手伝いします

　令和２年度にマイナンバーカードを活用した「マイナポ

イント」の取り組みが実施される予定です。

　マイナポイントを利用するには、マイナンバーカードを

取得し、専用のＩＤ（マイキーＩＤ）を設定する必要があ

ります。

　市ではマイキーＩＤの設定を支援する窓口を市民窓口課

と金剛連絡所に設けていますので、ぜひご利用ください。

　詳しくは、お問い合わせください。

※マイキーＩＤは公的個人認証サービス対応スマートフォ

ンまたはパソコン（カードリーダーが必要）からも設定で

きます。ＩＤの設定方法やマイナポイントについて詳しく

は、総務省マイナポイントホームページ〔https://mynumber

card.point.soumu.go.jp/promotion/〕をご覧ください。

問い合わせ　政策推進課（内線２２４）

マイナンバーカードの申請はお済みですか？ 市役所１階に自動写真撮影機を設置しています

利用時間　月～金曜日、午前９時～午後５時３０分（祝日、

年末年始は除く）

料金　証明写真用スタンダード＝８００円、証明写真用肌美

人スーパー（美肌モード）＝９００円、市オリジナル記念写真

（ポストカードサイズ）＝２００円

●自動写真撮影機でマイナンバーカードの申請ができます

　通知カードの下部にあるマイナンバーカード

申請書のＱＲコードを読み取らせる手続きが必

要です（住所、名前に変更がある人は申請でき

ません）。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

市役所１階に自動写真撮影機を設置しています

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程で開

設します。申請者本人がお越しください。

とき　１２月１日(日) 、令和２年１月５日(日) 、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マイナンバーカードの日曜交付

マイナンバーカードの日曜交付

　本市では、マイナンバーカードを利用した証明書の「コ

ンビニ交付サービス」を実施していますが、次の日は、シ

ステム点検のため、一時休止になります。

休止日　１２月２０日(金) 、午前６時３０分～８時

問い合わせ　政策推進課（内線５１１）

コンビニ交付サービスが一時休止します

と
き
　
①
　
月
７
日
松
、
②
令

１２

和
２
年
１
月
　
日
松
、
③
２
月

１８

８
日
松
、
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
①
市
役
所
、
②
③

Ｔ
ｏ
  ｐ
ｉ
ｃ

       

（
き
ら
め
き
創
造
館
）

ト

ピ

ッ

ク

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
　
歳
以
上
の
人
　

１８

定
員
　
５
人
（
託
児
あ
り
）

※
申
し
込
み
は
　
月
６
日
晶
ま

１２

で
受
け
付
け
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
議
の
様
子
を
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　
会
議
の
様
子
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
市
民
協
働
課
の
ペ
ー

ジ
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

市
民
会
議
 Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
 ‐

ミ

ラ

 ｔ
ｏ
ｎ
 2
0
1
9

ト

ン

　
　
　
　
の
参
加
者
を
追
加
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
や
学
生
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
、
と
も
に
考

え
、
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
、
市
民
会
議
供
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
‐

ｔ
ｏ
ｎ
 僑を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１１
１
回
目
で
は
、
　

人
の
参
加
者

３１

が
「
富
田
林
の
い
い
と
こ
、
あ

か
ん
と
こ
」
を
テ
ー
マ
に
ア
イ

デ
ア
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
以
降
に
、「
未
来
の

富
田
林
」
に
つ
い
て
や
第
１
回

目
に
出
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す

る
た
め
の
方
法
を
話
し
合
い
、

最
終
日
に
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
の

発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
２
～
４
回
目

に
参
加
い
た
だ
け
る
人
を
次
の

と
お
り
追
加
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



１０

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

人
権
週
間

　
月
4
日
～
　
日
は

１２

１０

～まちと心～まちと心のの

バリアフリーバリアフリー～～

誰もが安誰もが安心心
できできるる
社会社会にに

　
平
成
　
年
４
月
、
全
て
の
国

２８

民
に
対
し
て
障
が
い
を
理
由
に

差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、

国
・
自
治
体
・
企
業
に
対
し
て

は
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範

囲
で
の
合
理
的
配
慮
を
求
め
る

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催
を
控
え
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
施
設
や
公
共
交
通
機

関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

今
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
障

が
い
者
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
４
つ
の
バ
リ
ア

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
に

は
、
身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た

り
、
精
神
的
に
不
安
定
で
あ
っ

た
り
、
生
活
す
る
上
で
何
ら
か

の
障
が
い
の
あ
る
人
々
が
い
ま

す
。
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
、
事

故
や
病
気
に
よ
る
も
の
な
ど
そ

の
原
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
内
閣
府
の
障
害
者
白
書
に
よ

る
と
、
日
本
で
障
が
い
の
あ
る

人
は
、
総
人
口
の
わ
ず
か
７
㌫

で
あ
り
、
障
が
い
の
な
い
人
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
そ
の
多
数
に
合
わ
せ
た

社
会
が
つ
く
ら
れ
、
多
く
の
人

は
社
会
が
障
が
い
の
あ
る
人
に

と
っ
て
生
活
し
に
く
い
環
境
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い

の
で
す
。「
障
が
い
」
と
は
、
人

間
が
生
活
を
営
む
上
で
出
会
う

「
困
り
ご
と
＝
壁
（
バ
リ
ア
）」

で
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

直
面
し
て
い
る
バ
リ
ア
に
は
大

き
く
分
け
て
「
物
理
的
」「
制
度

的
」「
文
化
・
情
報
面
」「
意
識
上
」

の
４
つ
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ

れ
ら
の
バ
リ
ア
の
多
く
が
、
お

互
い
の
配
慮
に
よ
り
解
決
で
き

ま
す
。

人権特集

　
国
際
連
合
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
　
月
　
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

１２

１０

ま
た
、
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
考
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
全
て
の
人
が
互
い
に
理
解
し
、

尊
重
し
合
え
る
よ
う
人
権
認
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
、
性
別
、
国
籍
、
文
化
、

出
生
、
年
齢
な
ど
の
違
い
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参
加
、
協
働
で
き
る
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
同
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
や
街
頭
啓

発
な
ど
を
実
施
し
た
り
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
「
と

ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
り
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課
（
内
線
４
７
２
）

と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ

ェ
ア
～
み
ん
な
が
和
と

な
っ
て
、
今
ひ
と
つ
に
～

　
「
人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
、

同
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
を
は
じ
め
、
市
民
活

動
団
体
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
発

表
、
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
表

彰
式
、「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な

も
の
」
写
真
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日
　
、
正
午
～

１２

１４

(土)

午
後
５
時

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

内
容
な
ど

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
団
体
発
表

（
正
午
～
午
後
２
時
）

・
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
演
奏

や
踊
り
な
ど
の
発
表

◆
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
表
彰

式
（
午
後
２
時
～
３
時
）

◆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
（
午
後
３

時
～
５
時
）

問い合わせ

人権政策課（内線472）



１１

　
例
え
ば
、
雨
天
時
に
お
け
る

 挨
  拶
 の
中
で
「
足
元
が
悪
い
中

あ
い
 
さ
つ

～
」
と
表
現
し
た
り
、
交
通
手

段
が
無
い
時
に
「
足
が
な
い
」

と
表
現
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
と
捉
え
ら

れ
、
無
意
識
の
う
ち
に
傷
つ
け

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日

常
の
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
や
行
動

の
中
に
あ
る
無
意
識
の
偏
見
に

気
づ
き
、
そ
れ
を
無
く
す
意
識

を
持
つ
こ
と
が
、
障
が
い
を
理

解
し
、
寄
り
添
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

●
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い

　
誰
も
が
急
な
病
気
や
不
慮
の

事
故
に
よ
り
、
障
が
い
と
共
に

生
き
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
自
分
事

と
し
て
考
え
、
周
囲
の
人
や
環

境
を
意
識
し
、
障
が
い
に
対
す

る
理
解
や
認
識
を
深
め
、
障
が

い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て

の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

が
進
め
ば
、
困
難
や
生
き
づ
ら

さ
は
無
く
な
る
こ
と
か
ら
、
障

が
い
は
人
で
は
な
く
社
会
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

●
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
持
つ

　
一
方
、
段
差
な
ど
物
理
的
バ

リ
ア
が
解
消
さ
れ
た
だ
け
で
は

社
会
の
バ
リ
ア
は
無
く
な
り
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
自
身
が
障
が
い
の
あ

る
人
に
対
し
て
、
無
意
識
に
心

に
バ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と

し
て
あ
る
た
め
で
す
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
社
会
に
す
る
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
「
意
識
上
の
バ

リ
ア
」
を
無
く
す
こ
と
も
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
例
え
ば
、
日
常
生
活
に
お
い

て
「
障
が
い
者
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
障
が
い
の
な
い
人
が
駐
車
す

る
」
な
ど
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

対
し
て
無
理
解
な
た
め
に
起
き

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い

●
障
が
い
は
人
で
は
な
く
社
会

に
あ
る

　
一
般
的
に
「
障
が
い
」
と
い

う
と
個
人
に
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
一
人
一

人
の
バ
リ
ア
に
対
応
し
て
い
な

い
社
会
の
側
に
こ
そ
障
が
い
が

あ
る
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
車
い
す
使
用
者
は

自
力
で
段
差
を
越
え
た
り
、
階

段
を
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
が
、
そ
こ
に
ス

ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

れ
ば
、
自
力
で
目
的
地
へ
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近

視
な
ど
目
が
悪
い
人
は
、
メ
ガ

ネ
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使

用
し
て
日
常
生
活
を
過
ご
し
て

い
ま
す
が
、
も
し
メ
ガ
ネ
が
存

在
し
な
け
れ
ば
、
介
助
無
し
で

生
活
で
き
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
施
設
の
整
備
や

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

社
会
の
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

４つのバリ４つのバリアア

①物理的なバリア

公共交通機関、道路、建物などにおいて、

移動面で困難をもたらすバリア

②制度的なバリア

社会のルールや制度によって、障がいの

ある人が能力以前の段階で機会の均等を

奪われているバリア（盲導犬を連れての

入店拒否など）

③文化・情報面でのバリア

情報の伝え方が不十分であるために、必

要な情報が平等に得られないバリア（音

声のみによるアナウンス、手話通訳の無

い講演会など）

④意識上のバリア

周囲からの心のない言葉、偏見、差別、

無関心など、障がいのある人を受け入れ

ない心のバリア

る
こ
と
に
気
が
付
い
て
も
、
無

関
心
を
装
っ
た
り
遠
慮
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
心
に
バ

リ
ア
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
に
は
、

私
た
ち
の
心
や
意
識
を
変
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
周

り
に
バ
リ
ア
を
感
じ
て
い
る
人

が
い
な
い
か
、
常
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
工
夫
に
気
づ
い
た
ら
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
持

ち
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
そ
れ

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
普
段
の
生
活
か
ら
意
識
を

　
人
は
身
近
に
当
事
者
が
い
な

い
と
「
自
分
と
は
関
係
な
い
」

と
思
い
込
み
が
ち
で
す
。
ま

た
、
身
体
に
不
自
由
が
あ
っ
て

も
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い

「
内
部
障
が
い
」
の
あ
る
人
も

い
ま
す
。
日
常
生
活
や
会
話
に

お
い
て
、
普
段
か
ら
意
識
し
て

過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
絵
本
の
向
こ
う

に
『
日
本
』
が
見
え
る
」

◆
展
示
（
正
午
～
午
後
５
時
）

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」

写
真
展

・
各
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

参
加
費
　
無
料
　
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）
　

特
設
 　
　
　
　
　
　
　

人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
　
月
　
日
　
、
午
後
１

１２

１３

(金)

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

※
当
日
は
、
電
話
で
も
相
談
で

き
ま
す
（
内
線
５
４
４
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）
　

　「ヘルプマーク」とは内部障がい

者や難病の人などが、周囲の人に

援助や配慮を必要としていること

を知らせるものです。

　ヘルプマークを身に着けた人を

見掛けた場合は、電車内で席を譲

る、困っているようであれば声を

掛けるなど、配慮のある行動をお

願いします。

ヘルプマークを見掛けたヘルプマークを見掛けたらら


